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新型インフルエンザワクチンの接種後副反応報告

及び推定接種者数について
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報道関係者 各位

【報告のポイント】

①  接種開始第 15週 (1月 25日～2月 3日 )の医療機関納入数量は、 109万
人分であった。接種開始からの推定接種者は最大2146万人と考えられる。

②  2月 3日 現在までの報告に基づく副反応報告頻度は、推定接種者数の0 0
1%、 うち重篤症例は0.002%と 計算された。報告の内容は概ね前回と同様で
あつた。

11月 13日 より、基礎疾患をもつ、主として高齢者での死亡が報告されてお
2月 4日 までに 124例 (報告頻度は0 0006%)と なつている。引き続

専門家の評価をいただく予定である。

【注意点】副反応は時間が経つてから報告される事例があることや、実際の接種者数は医療機

関納入数量に基づく推定接種者数を下回ること等から、現時点での頻度は暫定的な数字になら

ざるを得ず、時間とともに変化することに留意が必要である。医療機関での正確な接種者数は

1月単位で集計し、それに基づく副反応報告頻度を公表する予定
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平成 22年 2月 5日

新型インフルエンザ対策推進本部

新型インフルエンザワクチンの接種後副反応報告

及び推定接種者数について

1.は じめに (医療関係者の皆様へ )

新型インフルエンザワクチンを安全に接種いただくために

(1)一般的な注意

〇 アレルギー・ぜんそくの既往のある方への接種については、適切な準備と対応を

して接種に当たるよう注意をお願いいたします。

○ アレルギー・ぜんそくの既往のある方への接種については、ワクチン接種後、少

なくとも30分後までは、健康状態をご確認ください。

(2)重い基礎疾患をお持ちの患者さんは、風邪やワクチン接種などの刺激により、病気

の状態が悪化する可能性もありますので、接種の適否を慎重に判断 していただくよう

お願いします。

○ 実施要領に記載されているとおり、呼吸器 *、 心臓又*は じん臓 *の機能に自己の身

辺の日常生活が極度に制限される程度の障害を有する方及びヒト免疫不全ウイル

スにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する方への接

種に際 しては、主治医及び専門性の高い医療機関の医師に対 し、必要に応じて、

接種の適否について意見を求め、慎重に判断してください。

*代表的な疾患の例

呼吸器 :間質性肺炎、気管支喘息、肺気腫、慢性呼吸不全、慢性閉塞性肺疾患、肺炎、

肺がん、肺線維症、慢性気管支炎

心臓 :心不全、狭心症、心筋梗塞

じん臓 :慢性腎不全

2.副反応の報告状況
平成 21年 10月 19日 (月 )よ り接種が開始された新型インフルエンザワクチ
ンについて、副反応報告※の状況と前回 (1月 29日 (金 ))公表以降に報告された

内容の詳細を以下に示します。また、医療機関納入量から推定される接種者数に基

づ く副反応報告頻度の情報も示 します。

※ 予防接種による副作用を副反応と呼んでいます。



(1)「受託医療機関における新型インフルエンザ (A/HlNl)ワ クチン接種実施要
領」に基づき医療機関から報告されたもの (自 発報告)(2月 3日報告分まで )

① 報告全体                       (単 位 :例 (人 ))

接種日※ 推定接種者数

(回分 )

副反応報告数

(報告頻度 )

うち重篤報告数

(報告頻度) 死亡報告数

(報告頻度 )

10/19-10/25 864,862 322 25 1

0.04% 0 003% 0.0001%

10/26-11/1 711,088 378 27 0

0.05% 0 004% 0.0%

‖/2-‖ /8 523,196 209 23 3

0.04ql 0.00411 0.000611

11/9-11/15 2,502,707 149 22 9

0.006% 0.0009% 0.0004%

11/16-‖ /29 1,416,579 494 125 59

0.03% 0_009% 0.004%

11/30-12/6 3,304,098 145 37 14

0.004% 0 001% 0 0004%

12/7-12/ 13 880,028 174 38 13

0.02% 0.004% 0_001%

12/14-12/20 4,716,269 117 21 7

0.002% 0_0004% 0 0001%

12/21- 12/ ７
′
り
乙 1,552,976 82 18 9

0.005% 0.00116 0.0006%

12/28-1/10 2,267,410 62 13 3

0.003% 0.0005% 0.0001%

1/11- 1/17 725,860 40 9 1

0.00611 0 00111 0.0001%

1/18- 1/24 897,810 37 7 1

0.004% 0.0008% 0 0001%

1/25--  2/3 1,094,749 33 8 4

0_003% 0.0007% 0.0004%

合計 21,457.632

H222.1現在

2242 373 124

0.01% 0.002% 0.000611

※ 平成 22年 2月 3日 報告分まで
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※ 今回の接種事業では、疑いの如何にかかわらず、「接種後の死亡、臨床症状の重篤

なもの、後遺症を残す可能性のあるもの」に該当すると判断されるものは報告対

象としている。

(注意点)実際の接種者数は表の推定接種者数を下回る見込み。

※ 10mLバイアルを 18人に接種 し、lmLバイアルを2人に接種 したと仮定 した場合

の推定接種者数である。

※ 納入分が、全て接種されたとは限らないため、推定接種者数は最大数である。

※ 医療機関から報告される正確な接種者数については lヶ 月毎に集計 し公表の予定

② 医療機関から「関連有り」として報告されたもの  (単位 :例 (人 ))
接種日※ 推定接種者数

(回分)

副反応報告数

(報告頻度)

うち重篤報告数

(報告頻度 ) 死亡報告数

(報告頻度 )

10/19-10/25 864,862 213 18 0

0 02% 0 002% 0 0%

10/26-11/1 711,088 226 2¬ 0

0 03% 0 0030/0 0 0%

11/2-11/8 523,196 131 15 0

0 03% 0 003% 0 0%

11/9-11/15 2.502,707 フ 3 8 0

0 0030/0 0 0003% 0 0%

11/16-11/29 1,416,579 229 33 1

0 020/O 0 002% 0 00007%

11/30-12/6 3,304,098 65 10 0

0 002% 0_0003% 0 0%

12/7-12/ り
０ 880,028 82 0

0 009% 0 001% 0 0%

12/14-12/20 4,716.269 55 8 0

0 001% 0 0002% 0 0%

12/21- ／

′

ｎ
′
‘

ワ
′
う
ι 1,552,976 39 5 0

0 003% 0 0003% 0 0%

12/28-1/10 2.267,410 34 7 0

0、 001% 0 0003% 0 0%

1/11- 1/17 725,860 23 6 0

0.003% 0 0008% 0 0%



1/18- 1/24 897,810 22 3 0

0 002% 0 0003% 0 0001%

1/25- 2/3 1,094,749 15 4

0 001% 0 0004% 0 00009%

合計 21,457,632

H2221現在

1207
ｎ
υ
И
” 2

0_006% 0 0007% 0 0%

③  医療機関から「関連無し」「評価不能」として報告されたもの  (単位:例 (人 ))
接種日※ 推定接種者数

(回分)

副反応報告数

(報告頻度)

うち重篤報告数

(報告頻度 ) 死亡報告数

(報告頻度)

10/19-10/25 864,862 109 7

001% 0 0008% 0 0001%

10/26-11/1 711,088 152 6 0

0 02% 0 0008% 0.0%

11/2-11/8 523,196 78 8 3

001% 0 002% 0 0006%

11/9-11/15 27502,707 76 ¬ 4 9

0 0030/0 0 00060/0 0 0004%

11/16-11/29 1,416,579 265 92 58

0 02% 0 006% 0 004%

11/30-12/6 3,304,098 80 27 14

0 0020/0 0 00080/0 0 0004%

12/7-12/ う
０ 880,028 92 27 13

001% 0 003% 0 001%

12/14-12/20 4,716,269 62 13 フ

0 0010/0 0 0003% 0 0001%

12/21- 12/ ７
′
０
乙 1,552,976 43 13 9

0 003% 0 0008% 0 0006%

12/28-1/10 2,267,410 28 6 3

0 001% 0 0003% 0 0001%

1/11- 1/17 725,860 17 3 1

0 002% 0 0004% 0 0001%

1/18- 1/24 897,810 15 4 1

0 002% 0 0004% 0.0001%
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1/25- 2/3 1,094,749 18 4 3

0 002% 0 0004% 0 0003%

合計 21,457,632

H2221現在

1035 224 122

0 0050/0 0 001% 0 0006%

④ 新型インフルエンザワクチンの医療機関からの副反応報告及び医療機関接種者数

から推定される推定接種者数に基づく報告頻度

実施要領に基づき、平成21年 12月末までの接種者の数について、受託医療
機関から都道府県を経由して回答があつた (10月 分 46都道府県 :816,220人 、
11月分 36都道府県 :2,772,510人  12月 分 33都道府県 :4,894,094人 )。 こ
れを基に平成 21年 10月～ 12月 の副反応報告頻度を計算したものは次のとお
りです。今後都道府県からの追加情報により、推定接種者数は更新されていく可
能性があります。

:)10月 接種分 (単位 :例 (人 ))

報告期間
10月 ¬日～ 31日 接種分 全報告

(報告頻度 )

重篤

(報告頻度 )

接種者数 単位 :万接種

医療従事者 65歳未満の者 79.0
678

009%

46

0006%

65歳以上の者 3.8
20

005%

6(うち死亡 1)

002%

その他 0.4

合計 83.2
700

008%

52

0006%

※ 接種者数が全体の 10/oに満たない対象群はまとめて「その他」として扱っている。
※ 46都道府県の報告数をもとに、平成 20年 10月 1日 現在総務省都道府県別推計人口 (総人

口)により推計

(1019 %=127,692千 人 (全国)÷ 125,298千人 (46都道府県))

※ 報告のあった都道府県においても、すべての受託医療機関からは報告を受けていない



li)11月 接種分 (単位 :例 (人 ))

報

告

期

間

1月 1日 ～30日接種分

全報告

(報告頻度 )

重篤

(報告頻度 )

推定接種者数 単位 :万接種

医療従事者  65歳未満の者 730
352

005%

18

0003%

基礎疾患を有

する者

1歳～小学校 3年

生
33.9

55

002%

8

0002%

小学校4年生～6

年生
52

14

003%

2

0004%

中学生及び高校生

の年齢該当者
4.1

19

005%

1

0002%

高校卒業以上相当

～65歳未満の者
48.6

122

003%

47(うち死亡 8)

0010%

65歳以上の者 101.1
220

002%

93(うち死亡 62)

0009%

計 193.1
430

002・/0

151

0008%

妊婦 190
23

001%

3

0002%

1歳～小学校3年生 372
93

002%

5

0001%

その他 4.3

合計 3266
％

７６

　

　

・

０３

８

　
　

０

174

0005%

1)接種者数が全体の 1%に満たない対象群はまとめて「その他」として扱っている。

2)65歳以上の医療従事者、小学校4年生～6年生及び中学生及び高校生の年齢該当者の各群

は、基礎疾患を有する者として取りまとめて計算している。

3)高校卒業以上相当～65歳未満の者のうち、基礎疾患を有しない者については、医療従事者とし

て取りまとめて計算している。

4)妊婦については、他の群に含まれている症例と重複して計算している。

※ 38都道府県の報告数をもとに、平成 20年 10月 1日現在総務省都道府県別推計人口 (総

人口)により推計



(1178%=127,692千人 (全国)÷ 108,361千人 (38都道府県))

※ 報告のあった都道府県においても、すべての受託医療機関からは報告を受けていない

lii)12月 接種分 (単位 :例 (人 ))

報告期間 12月 可日～ 31日 接種分
全報告

(報告頻度 )

重篤

(報告頻度 )

推定接種者数 単位 :万接種

医療従事者

及び1歳未満の  65歳未満の者

小児の保護者等

24.6

21.8

80

002%

4

0001%

基礎疾患を有す

る者

1歳～小学校3年

生
42.5

43

001%

11

0003%

小学校 4年生～6

年生
8.2

4

0005%

1

0001%

中学生及び高校生

の年齢該当者
5.9

4

0007%

0

0000%

高校卒業以上相当

～65歳未満の者
90.2

55

0006%

19(うち死亡 5)

0002%

65歳以上の者 222.4
138

0006%

67(うち死亡 40)

0003%

計 3693
244

0007%

98

0003%

妊婦 16.7
13

0008%

3

0002%

1歳～小学校3年生 289.1
171

0006%

11

00004%

小学校4年生～6年生 201
7

0003%

0

0000%

中学生及び高校生の年齢該当者 16.1
6

0007%

0

0000%

その他 7.2

合計 764.9
510

0007%

113(うち死亡 45)

0001%

5)接種者数が全体の 1%に満たない対象群はまとめて「その他」として扱つている。



6)65歳以上の医療従事者の群は、基礎疾患を有する者として取りまとめて計算している。

7)高校卒業以上相当～65歳未満の者のうち、基礎疾患を有しない者については、医療従事者とし

て取りまとめて計算している。

3)妊婦については、他の群に含まれている症例と重複して計算している。

※ 33道府県の報告数をもとに、平成 20年 10月 1日現在総務省都道府県別推計人口(総人口)

により推計

(1563%=127,692千 人 (全国)÷ 81,710千人(33道府県))

※ 報告のあった都道府県においても、すべての受託医療機関からは報告を受けていない。

⑤ 報告の背景
男 699 (31.2%)

女 1537(68.6%) うち妊婦 37
不 明 6 (0.3%)

⑥ 年齢別報告件数

接 種 日

※

10歳

未満

10歳

代

20歳

代

30歳

代

40歳

代

50歳

代

60歳

代

70歳

代

80歳

以上

不

明

〈
口

計

10/19-

10/25

O 1 58 94 90 53 19 2 3 2
322

10/26-

11/1

0 2 80
●
ι 98 55 17 3 1 0

378

11/2 -

11/8

3 5 41 72 40 30 10 2 5
209

11/9 -

11/15

20 4 24 30 25 20 9 η 0 7 0
И
件

11/16-

11/29

Ｅ
υ 26 35 44 34 37 53 88 62 0

И
牛
＾
υ
И
，

11/30-

12/6

60 3 10 7 7 21 14 1

146

12/7-

12/13

85 4 8 7 6 9 ¬ 5 20 19 1
●
●
７
′

12/14-

12/20

51 6 5 7 4 7 10 17 10 0
つ
′

12/21-

12/27

24 7 5 7 9 4 7 9 10 0
０
‘
０
０



12/28-

1/10

17 14 4 5 1 4 5 6 6 0
０
４
晨
υ

1/11-

1/17

13 5 3 5 3 1 0 9 1 0
ハ
υ
”
■

1/18-

1/24

9 3 2 3 2 1 4 8 4 1
■
′
■

）

1/25-

2/ 3

3 1 0 4 2 2 10 6 5 0
33

合計 400 ０
０

一ｂ一ノ ，
′
ｎ
υ
月
十

う
ι
り
０ 234 170 ハ

υ
Ｏ
ι

７
′
月
■ 6 2242

17 8% 3 6% 12_3% 18 2% 14 3% 10 4% 7 6% 9 0% 6 6% 0 3%

(2)死亡例 (11月 13日～2月 4日報告分) (合 計   124例 (人 ))

① 性別
性別 人数 (割合)

男 79(63.7%)
女 45(36.3%)

②年齢卵l
年齢 人数 (割合 )

0～  9歳 3 (2.4%)

10～ 19歳 1 (0.8%)

20～ 29歳 0 (0 0%)

30～ 39歳 3  (2.4%)

40～ 49歳 1 (0.811)

50～ 59歳 4 .(3.2%)

60～ 69歳 15(12.1%)
フ0～ 79歳 37 (29.8%)

80歳以上 60(48.411)
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③ 接種日毎の死亡報告数

④  死亡症例一覧

死亡報告数

45

40

35

30

25

20

15 ・

10

5

0

No. 年齢・性別 基礎疾患 (持病 ) 経過・死亡原因 ロット 主治医評

価

1 70代・男 肺気腫・慢性呼吸不全 接種翌日・呼吸不全 化血研

SL02A

関連無し

０
４ 80代・男 肺気腫・慢性呼吸不全 接種 4日後・呼吸不全 微研会

HP01A

評価不能

3 70代・男 糖尿病、高血圧、心筋梗塞、

低血糖性脳症、 (認知症)

接種同日・心筋梗塞 微研会

HP01A

評価不能

4 80代・女 間質性肺炎、心不全及び肺

性心

接種翌日・間質性肺炎の

増悪

デンカ

S2-A

評価不能

5 80代・男 多発性脳梗塞で起坐不能、

聴下性肺炎、貧血、自血

球減少症、味下性肺炎で入

接種 12日 後の呼吸停止。

死亡二日前に季節性ワク

チン接種

デンカ

S2-B(露斤]世)

北里研

評価不能
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院 FB015B

(季節性)

４
υ 80代・男 肺気腫、胃がん、糖尿病 接種 2日後から発熱、5日

後に肺炎確認、19日後に

間質性肺炎の増悪。

デンカ

S2-A

評価不能

7 60代・男 肝硬変、肝細胞がんがあ

り、破裂の危険を指摘

接種 2日 後、腹痛、血圧低下、

腹部膨満出現。腹水穿刺にて

血性腹水認め、腹腔内出血

(肝細胞がん破裂疑い)と診

断。

化血研

SL02A

関連無し

０
０ 70代・女 慢性腎不全、腎がん、転移

性肺がん、高血圧、糖尿病、

腎不全、腎性貧血

接種 3日後、心肺停止。 化血研

SL02A

評価不能

ｎ
υ 80代・男 慢性腎不全、心不全、消化

管出血

接種翌日、血圧低下、意

識障害、呼吸困難

化血研

SL04B

関連無し

10 70代・女 慢性閉塞性肺疾患、肺高血

圧症、肺性心、腹圧性尿失

禁、肝機能異常

接種 2日 後、心肺停止 デンカ

Sl― B

評価不能

80代・女 膵炎 接種翌 日、発熱、呼吸停

止

化血研

SL02A

評価不能

う
こ 80代・女 慢性関節リウマチ 接種 2日 後、心停止、呼

吸停止

微研会

HP02D

評価不能

13 90代・男 脳出血後遺症 接種翌日、嘔吐、窒息 化血研

SL02A

評価不能

14 80代・男 肺がん 接種翌日、心拍数低下、

呼吸停止

化血研

SL01A

評価不能

一ｂ 70代・女 血液透析、糖尿病、高血圧 当日、急性心不全 化血研

SL04B

評価不能

Ａ
υ 80代 。男 慢性腎不全によ り血液透

析中

接種 2日 後、虚血性心疾

串

化血研

SL04A

関連無 し

つ
′ 50代・男 糖尿病、高血圧、甲状腺機

能克進症

接種 2日後、急性心不全 化血研

SL02A

関連無 し

０
０ 80代・男 髄膜炎 (遷延性の意識障害

あり)

接種 3日後、肺炎 化血研

SL02A

関連無し

ｎ
ソ 80代・男 慢性気管支炎、脳血管性認

知症

接種翌日、突然死 化血研

SL01A

評価不能



20 80代・男 糖尿病、高血圧 接種 2日後、脳血管障害 化血研

SL04B

評価不能

●
乙 90代・男 気管支喘息、認知症 接種当日、呼吸機能の急

性増悪

デンカ

Sl― B

評価不能

０
４
０
ι 90代・男 間質性肺炎 接種翌日、間質性肺炎の

増悪

微研会

HP02C

評価不能

う
０
●
ι 80代・女 気管支喘息、高血圧 接種当日、脳出血 微研会

HP02C

関連無 し

24 70代・男 脳梗塞及び脳出血 (後遺

症 )

接種 4日後、血圧低下、

呼吸困難、心停止

化血研

SL04B

関連無 し

ｒ
ｕ
ｎ
ι 70代・男 糖尿痛、慢性腎不全、狭心

症にてステント留置、陳旧

性脳梗塞

接種 3日後、心臓死 化血研

SL04B

関連無し

Ｃ
Ｕ 70代・男 糖尿病、食道がん放射線療

法後、慢性心不全、甲状腺

がん術後甲状腺機能低下

接種 3日後、心筋梗塞 化血研

SL02B

関連無 し

Ｏ
ι 60代・女 慢性腎不全、心不全、脳出

血後遺症

接種 3日後、呼吸停止 化血研

SL02B

評価不能

０
０
う
乙 90代・男 慢性気管支炎、大腸がんの

手術歴、低カリウム血症、

心不全

接種 3日後、急性心臓死 1ヒ血研

SL04B

評価不能

29 60代・男 慢性腎臓病、高血圧 接種 2または 3日 後、突

然死

化血研

SL03A

評価不能

30 90代・女 慢性うつ血性心不全、高血

圧、慢性骨髄性白血病

接種 4または 5日 後、脳

出血

デンカ

S2-B

関連無し

う
０ 80代・男 じん肺病、慢性呼吸不全 接種 5日 後昼まで異常な

く、午後喘息様症状・呼

吸状態悪化。 6日 後夕方

死亡。

化血研

SL02B

評価不能

●
ι
●
● 70代・男 脳梗塞、気管支喘息、脱水 接種翌日より発熱、酸素

飽和度低下、敗血症疑い。

死亡

化血研

SL03A

評価不能

う
０
う
０ 80代・男 多発性脳梗塞、肺炎、尿路

感染症、認知症、良性前立

腺肥大症、高脂血症 、骨

結核

接種翌日に急性心不全に

より死亡。

化血研

SL04B

評価不能

つ
乙



34 70代・男 特発性拡張型心筋症、好酸

球性肺臓炎既往、脳梗塞、

血液透析

透析に続き接種。 2時間

後胸苦、意識消失 し、心

室頻脈により、死亡。

化血研

SL03B

関連無し

Ｅ
υ
う
０ 90代・男 心不全、低血圧、認知症、

虚血性心疾患

接種翌日に心肺停止。 デンカ

Sl―A

評価不能

36 60代 。男 胃がん (胃全摘 )、 食欲不

振、低タンパク症

接種 5日 後に発熱、呼吸

困難。肺炎発症。接種 10

日後死亡。

化血研

SL02A

評価不能

７
′
う
０ 60代・男 肺がん術後再発 接種翌日呼吸困難。接種

2日後に気道閉塞による

死亡。

化血研

SL01 A

関連無し

38 80代・男 肺炎、リンパ腫 接種翌日に全身状態の悪

化、死亡。

微研会

HP02C

評価不能

39 80代・女 脳梗塞後、肺炎、胃痩造設 接種翌日微熱、 2日 後に

心肺停止。

微研会

HP02D

評価不能

40 60代 。男 慢性心不全、陳旧性心筋梗

塞、糖尿病

接種 3日 後に心肺停止。

2時間前まで問題なくト

イレ。

1ヒ血研

SL04B

評価不能

41 70代・男 慢性心不全、不整脈、多発

性脳梗塞、前立腺がん、高

血圧

接種 2日 後に気分不良。

突然倒れ、心肺停止。死

亡

化血研

SL03A

関連無し

●
ι
”
争 80代 男́ 肺気腫、気管支喘息 接種 3日 後に下血頻回、

7日 後貧血、入院。接種

10日 後に死亡。

微研会

HP02C

評価不能

43 30代・男 急性心筋梗塞 (冠動脈狭窄

3肢病変)、 梗塞後狭心症

接種 2日 後に倦怠感、頭

痛。 4日 後に呼吸が早 く

な り、ショック、死亡。

化血研

SL02A

評価不能

44 60代・女 成人スチル症 (免疫抑制剤

使用)

接種 17日 後に突然の心

肺停止。

化血研

St02A

関連無し

Ｅ
υ
力
■ 70代・男 糖尿病、慢性心不全、糖尿

病性腎症 、慢性腎不全、

鼻咽頭炎、開塞性動脈硬化

症、透析

接種時、軽度感冒。接種

翌日倦怠感、接種 4日 後

朝死亡。       ・

化血研

SL03B

評価不能

46 90代・男 慢性心不全、慢性閉塞性肺

疾患、Ⅲ度完全房室プロッ

ク、嘩下性肺炎、慢性気管

接種前、胸水貯留、利尿

剤。接種 2日 後に意識 レ

ベル低下し、心肺停止。

デンカ

S2-B

評価不能
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支炎

47 70代・男 難治性気胸 (両側 )、 慢性

呼吸不全

接種 6日 後に発熱、イン

フルエンザ陽性、気胸の

悪イヒ。 9日後に意識障害、

呼吸不全により死亡。

化血研

SL02B

関連無 し

48 50代・男 2型糖尿病 (イ ンスリン使

用)、 アルコール性肝硬変

接種 6日 後、風呂場で心

肺停止。

微研会

HP02A

評価不能

ｎ
υ
月
■ 70代・男 糖尿病、間質性肺炎、高血

圧

接種翌日に微熱、接種 7

日後に発熱、呼吸困難。

接種 10日 後呼吸不全で

死亡。

化血研

SL04A

評価不能

50 70代・男 腎障害、脳梗塞、パーキン

ソン症候群、高血圧

接種 4日 後発熱、 5日 後

に発疹、血圧低下、接種

10日後透析中にショック

状態、11日 後死亡。

化血研

SL04A

評価不能

Ｅ
υ 80代・男 慢性腎不全 接種 7日 後に急性腸炎、

8日 後に死亡。

化血研

SL03A

評価不能

52 60代・女 B型肝炎、肝硬変、肝不全、

肝がん、食道静脈瘤

接種 3日 後肝不全により

5日後死亡。

微研会

HP02A

関連無し

う
０
Ｅ
υ 60代・男 急性骨髄性白血病の再燃 接種 2週間後頃発熱、偽

1莫性腸炎発生。接種 15日

後死亡。

化血研

SL02A

関連無し

54 80代・男 慢性間質性肺炎 不安定

狭心症 :ステント留置有 り

呼吸困難、ラクナ梗塞、脂

質異常症、高血圧、肝障害

発熱、接種 7日後間質性

肺炎増悪。接種 13日 後死

t=。

微研会

HP02D

評価不能

Ｅ
υ
ｒ
υ 60代・女 卵巣がん 接種 11日 後全身けいれ

ん、死亡

微研会

HP02D

関連無し

56 90代・女 脳出血、糖尿病、高血圧 接種翌日、心停止、呼吸

停止

化血研

SL06B

評価不能

つ
′
Ｅ
υ 70代・男 慢性腎不全、心不全、両側

胸水、脳梗塞、高血圧、胃

がん、肺炎

接種翌日発熱、3日後重症

肺炎、悪化し細菌性肺炎、

DIC、 13日 後脳出血によ

り、死亡

デンカ

Sl―A

評価不能

58 10代・男 自己免疫性溶血性貧血、小

腸潰瘍、気管支喘息 、低

接種 4日後嘔吐、死亡 化血研

SL043

評価不能
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身長症、気管支肺炎、赤芽

球ろう

59 70代・男 狭心症、特発性肺線維症、

非小細胞肺がん、間質性肺

疾患

接種翌日呼吸不全、2日後

特発性肺線維症増悪、接

種 4日 後特発性肺線維症

と肺がんにより死亡

化血研

SL05A

評価不能

60 70代・女 関節リウマチ、慢性呼吸不

全、気管支拡張症、心筋梗

塞、酸素補充

接種 3日後発汗著明。4日

後死亡。

化血研

SL04A

評価不能

ａ
υ 60代・男 肝細胞がん、多発性肺転

移、がん性胸膜炎、多量胸

水貯留 、胸壁転移、 B型

肝炎、喘息

呼吸不全のため接種

後入院、7日 後死亡

化血研

SL04B

評価不能

62 90代・女 心房細動による慢性心不

全 、慢性腎不全、逆流性

食道炎、高脂血症、褥麿性

潰瘍、神経因性膀眺、パー

キンソニズム、うつ病、廉

下性肺炎

接種 3日 後腎不全増悪、

日後死亡

調査中 評価不能

63 70代・女 肝がん、肝硬変 接種翌日より発熱、接種 3

日後多臓器不全、死亡

化血研

SL02A

評価不能

64 70代・男 2型糖尿病、慢性腎不全、

高血圧 透析、肺結核既

往、肺気腫、大腸がん術後

接種翌日基礎疾患増悪、

接種 20日 後死亡

化血研

SL02B

評価不能

Ｅ
υ
α
υ 10歳 未

満・男

熱性けいれん

(新型インフルエンザ死亡報告例)

接種 4日 後 くも1莫下出血

による心肺停止、 6日 後

死亡、死後新型インフル

エンザ感染確認

微研会

HP02C

関連無し

66 70代・男 慢性閉塞性肺疾患、慢性心

不全、喘息、非定型マイコ

バクテリア感染

接種当日意識障害、呼吸

不全、 16日 後死亡

デンカ

S3

評価不能

67 80代・男 慢性肺気腫、胃がん (胃切

除)、 胆石 (胆嚢摘出)の

既往あり

接種 4日 後低酸素血症、

死亡

微研会

HP01A

関連無し

68 80代・男 間質性肺炎、慢性閉塞性肺

疾患、肺結核、高血圧、糖

接種 2日後発熱、7日 後間

質性肺炎の増悪、12日 後

デンカ

S2-B

評価不能
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尿病、甲状腺機能低下 死 亡

ｎ
υ
α
０ 90代・女 慢性心不全、大動脈弁狭窄

症、慢性腎臓病、高血圧、

糖尿病、胸椎骨折

接種 4日後心肺停止、消

化管出血、死亡

微研会

HP04A

評価不能

70 70代・男 下壁心筋梗塞、心房細動、

2型糖尿病

接種翌日死亡 微研会

HP04D

関連無 し

80代・男 前立腺がん、高血圧、認知

症、骨粗霧症、両下肢閉塞

性動脈硬化症、腰部脊柱管

狭窄症

接種 5日後死亡 (主治医

が死亡広告により知る)

微研会

HP04C

評価不能

う
ι 70代 ‐女 大動脈弁置換術、僧帽弁置

換術、持続性心室頻拍、

CRT D植え込み、慢性心房

細動、高 γクロブリン血

症、甲状腺機能充進症、講

妄、貧血

接種後問題なく、5日後突

然意識がな くな り、呼吸

停止、死亡。

化血研

SL03A

評価不能

つ
０
■
′ 70代・男 進行性核上性麻痺、中心静

脈栄養、胸郭手術、前立腺

がん

接種当日、嘔吐、酸素飽

和度低下、嘔吐物誤廉に

よる喀痰吸引、死亡

カン一丁
　
Ｓ３

評価不能

74 80代・女 胸部大動脈瘤、大動脈解

離、高血圧、糖尿病、高脂

血症

接種当日胸部大動脈破裂

出血性ショック、翌日死

亡

化血研

SL05A

関連無し

一ｂ７
′ 90代・男 神経性膀眺にて導尿 (バル

ーン留置 )、 感染、脳梗塞

接種後 夕方酸素飽和低

下、翌朝心肺停止で死亡。

解剖により、死因は両側

性肺炎。

微研会

HP04A

関連無し

76 80代・女 高血圧症、慢性心不全、高

コレステロール血症

接種後異常なく、3日後朝

呼吸停止で死亡。死因は

心不全

微研会

HP02D

関連無し

77 60代・女 大動脈弁狭窄症、僧帽弁開

鎖不全症、慢性心不全

接種 4日 後突然呼吸困難、

チアノーゼ、慢性心不全

の急性増悪により死亡

微研会

HP03A

評価不能

78 80代・男 糖尿病、間質性肺炎、帯状

疱疹

接種翌日発熱、接種 2日

後解熱、落ち着いたが、6

日後急に呼吸不全、間質

性肺炎増悪による死亡

微研会

HP03C

評価不能
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ｎ
υ
ワ
′ 80代・男 慢性腎不全にて血液透析、

肝細胞がん、認知症 (抗精

神役投与中)

接種 2日 後けいれん発生

(抗精神薬の副作用を疑

い、治療 )、 その後、呼吸

微弱、死亡

化血研

SL02B

関連無し

80 50代 。男 糖尿病、高血圧症 (コ ント

ロール不良)、 小児喘息既

往、高尿酸血症、喘息

接種 5日後、意識消失、

心室細動、心筋梗塞によ

る心臓突然死

微研会

HP04A

評価不能

Ｏ
Ｏ 70代・男 慢性腎不全で血液透析、脳

梗塞後遺症、経管栄養

接種 6日後発熱、チアノ

ーゼ、細菌性肺炎の診断

で抗菌剤治療。接種 11日

後死亡

化血研

SL04B

関連無し

82 80代・女 心房細動、大動脈弁狭窄

症、慢性うつ血性心不全

接種翌日夕方まで副反応

な 〈、その後心肺停止。

急性心筋梗塞の疑い。

微研会

HP04C

評価不能

83 80代 。男 慢性呼吸不全、高血圧、酸

素補充療法

接種翌日朝転倒 し体動困

難、呼吸状態悪化。大腿

骨頸部骨折、肺炎併発だ

が軽快。6日 後呼吸不全増

悪で死亡。

化血研

SL06A

関連無し

84 70代・女 進行享Lがんによるがん性

悪液質

接種 6日後意識障害出現、

9日 後髄 1莫炎と診断。接種

17日 後死亡

化血研

SL02A

評価不能

ｒ
υ
Ｏ
Ｏ 80代・男 狭心症、脳梗塞、高血圧、

気管支喘息、高脂血症、ア

ルコール症

接種 3日後発熱、接種 12

日後両側上肺野に肺炎、

20日 後肺炎が進展 し、死

τ
=。

化血研

SL04A

評価不能

86 60代・男 糖尿病 (I型 )、 狭心症、

心房中隔欠損、慢性腎不

全、肺気1重、間質性肺炎 (特

発性肺線維症 )

接種 4～ 5日 後感冒症

状、 7日 後特発性肺線維

症急性増悪、ステロイ ド

治療。接種 27日後死亡

化血研

SL03A

関連無し

，
′
０
０ 70代・男 糖尿病、サルコイドーシス 接種後異常なく、接種 5

日後心肺停止。急性心不

全、不整脈の疑いによる

死亡。

微研会

HP02B

関連無し

88 60代・女 血管炎症候群、糖尿病 (イ

ンスリン治療中)

接種翌日朝呼吸停止。解

剖施行、死因不明。

化血研

SL02A

評価不能
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Ｏ
υ
０
０ 80代・男 胸部大動脈瘤、肺線維症 接種 12日 後死亡 化血研

SL02A

評価不能

90 80代・男 虚血性心疾患 接種翌日心肺停止。 化血研

SL06B

評価不能

91 30代・女 子宮頸がんⅢb期 接種 16日 後肝機能障害

(高アンモニア血症 )

化血研

SL02A

評価不能

う
乙
ｎ
υ 70代・女 高血圧症、糖尿病、気管支

喘息

接種 3日後虚血性心疾患

によると疑われる死亡

化血研

SL06B

関連無し

う
０
ｎ
υ 70代・女 慢性関節リウマチ、アミロ

イドーシス、軽度僧帽弁閉

鎖不全、心筋梗塞既往あり

ステント留置

接種後変化なし、接種 11

日後全胸部痛、心肺停止

化血研

SL04B

関連無し

■
４
へ
υ 90代 。女 慢 性 閉 塞 性 肺 疾 患

(COPD)、在宅酸素療法施

行中、慢性心不全

接種翌日心不全悪化によ

る肺 うつ血によると思わ

れる呼吸不全、10日 後心

不全、胸水、13日 後衰弱

死

デンカ

S2-B

評価不能

ｂ́ 40代・女 心不全、高血圧、食欲不振 接種翌日食欲不振、4日 後

高血糖、不整脈

化血研

SL03B

評価不能

96 60代・男 脳挫傷後遺症 接種 9日後上室性頻脈、

10日 後、不整脈、肝障害、

死亡

微研会

HP04B

評価不能

つ
′
ｎ
υ 70代・男 肺がん、肺気腫、糖尿病、

胃がん、慢性腎不全、総胆

管結石手術後、胃潰瘍・胆

摘・イレウス手術歴、左腎

摘、胆管ステン ト留置、深

部静脈血栓症、慢性開塞性

肺疾患

接種 28日 後、腎不全の悪

化、呼吸不全の進行によ

り死亡

化血研

SL02A

関連無し

98 90代・女 経管栄養、心不全、 (誤朧

性)肺炎、脳梗塞・左片麻

痺、人工肛門

接種当日心肺停止により

救急搬送され、死亡。誤

嘩性肺炎、心不全。

化血研

SL07A

評価不能

ｎ
υ
ｎ
ｖ 80代・男 発熱、肺炎治療中、慢性腎

不全にて透析中、高血圧、

糖尿病

接種 31日 後、肺炎の改善

なく死亡

化血研

SL02A

評価不能

100 90代・女 特発性血小板減少性紫斑 接種 3日 後血小板減少 調査中 評価不能
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病、気管支拡張症 症、 4日 後に血小板減少

が原因の くも膜下出血に

より死亡。

101 80代・男 高血圧 接種 3時間後まで普段と

変わらず、 4時間半後、

当日意識消失、心肺停止。

心筋梗塞疑 いによる死

亡。

化血研

SL09B

評価不能

０
４
ハ
υ 30代・男 頭蓋咽頭腫、てんかん 接種翌日てんかん発作、

12日 後多呼吸、13日後肺

炎、14日 後死亡

化血研

SL04A

評価不能

う
０
ｎ
υ 80代・男 肝がん、食道がん、放射腺

肺炎、オスラー病、動脈硬

4ヒ

接種後問題なく、2日後、

呼吸苦、意識不明。急性

呼吸不全により死亡。

化血研

SL05B

評価不能

”
，
ハ
υ 80代・男 肺がん、放射線及び化学療

法、高血圧

接種当日発熱、倦怠感、2

日後軽快、6日 後再度発

熱、10日後定期検診にて

異常なし、15日 後死亡

化血研

SL03A

関連無し

105 70代・男 脳梗塞、慢性硬膜下血腫、

血腫除去術施術、膀眺ろう

造設、敗血症

接種翌日に 389℃の熱 2

日間。いつたん解熱。接

種 7日 後 37℃台、接種 10

日後血圧低下、11日 後死

亡

化血研

SL05A

評価不能

４
υ
ハ
Ｖ 80代・女 脳出血後左片麻痺、高脂血

症、慢性気管支炎、気管切

開、高血圧症

接種後体調変化等の訴え

はなかったが、翌日午前

四時頃心肺停止にて発見

微研会

HP05D

評価不能

107 70代・男 (特発性)間質性肺炎で、

糖尿病、高血圧、心房細動

接種翌日より呼吸困難、3

日後より入院、胸部 CT

よ り間質性肺炎の急性増

悪と判断。4日後死亡

化血研

SL07B

評価不能

０
０
ｎ
υ 80代・男 頸椎症性脊髄症 (不全四肢

麻痺と拘縮 )、 胃がん手術

後

接種後異常な く過ごして

いたが、4日 後、居室で意

識消失状態で発見され、

死亡確認。老衰

微研会

HP05C

関連無し

109 80代・女 糖尿病、狭心症 接種翌日より倦怠感、酸

素吸入開始、2日後努力様

微研会

HP03D

評価不能
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呼吸となり入院、4日死亡

110 80代・女 慢性心不全、脳梗塞 接種 9日後より心不全悪

化し入院、12日 後死亡

化血研

調査中

評価不能

70代・女 慢性 C型肝炎、肝細胞が

ん、肺線維症、間質性肺疾

患、肝硬変、輸血、高周波

アブレーション

接種当日発熱、呼吸悪化、

2日後低酸素血症で入院、

10日 後死亡

化血研

SL038

評価不能

112 10歳 未

満・女

盤 接種 4日後 うつぶせの状

態で死亡、 SIDS疑 い
北里研

NB002B

評価不能

113 70代・男 間質性肺炎合併の小細胞

肺がん

ワクチン接種 2日後発熱、

呼吸困難、7日後入院、間

質性肺炎の急性増悪、22

日後死亡

微研会

HP05D

関連無 し

114 70代・男 肺アルペルギルス症、発熱 接種後食欲不振、接種 18

日後意識消失にて救急搬

送、低酸素症、13日 後死

亡

微研会

HP04C

評価不能

Ｅ
Ｕ 80代・女 2型糖尿病、本態性高血圧、

非対称性中隔肥厚 (心室肥

大 )、 高コレステロール血

症、てんかん、心室肥大

接種翌日意識消失、心肺

停止にて搬送、急性心不

全にて死亡

デンカ

S5-A

関連無し

ａ
Ｕ 80代・女 高血圧、連合弁膜症、脊椎

後弯症

接種 30分後に副反応の発

生がないことを確認 し、

帰宅。その 10分後に急性

循環不全、呼吸不全発生、

心肺蘇生を行うも死亡

デンカ

S5-A

関連有り

，
′ 80代・男 高血圧、狭心症、心不全、

パーキンソン病、一過性多

発性 1図梗塞

接種 2日後、肺陰影の悪

化を認め入院。7日後両肺

に陰影が拡大し、人工呼

吸管理、13日後多臓器不

全、16日 後死亡

微研会

HP03C

評価不能

118 80代・女 嘩下機能1氏下、誤嘩性肺炎 接種 2日後心肺停止、呼

吸停止

化血研

SL05A

評価不能

119 50代・男 ネフローゼ症候群、知的障

害者、右下肢蜂自織炎、喘

息、痛風、鉄欠乏性貧血、

接種翌日に脳出血、 調査中 評価不能
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白内障

脳出血の既往歴なし

ハ
υ
●
ι 10歳 未

満・女

脳性麻痺 (重度痙性四肢麻

痺 )、 中枢性および末梢性

の慢性呼吸障害とてんか

んを合併

接種翌日異変はなかった

が、呼吸停止で発見され

た

微研会

HP04B

評価不能

121 80代・女 うっ血性心不全、狭心症

洞性不整脈 (ペースメーカ

有 )

接種翌日肺炎、胸水、5日

後発熱、12日 後死亡

化血研

SL08A

関連無 し

Ｏ
ι
●
ι 70代・女 胃癌 (5年前 )、 糖尿病、

糖尿病性腎症

接種 4日後異変はなかっ

たが、呼吸停止で発見さ

れた

化血研

SL02A

関連有り

う
０
０
ι 90代・女 認知症、貧血、便秘症 接種翌日昼食中に呼吸停

止

微研会

HP03B

評価不能

124 70代・女 気管支喘息、糖尿病、高血

圧

接種 13日後、吐気・嘔吐、

傾眠、血圧低下 、肝機能

以上、翌日死亡

化血研

SL03A

評価不能

※ 平成 21年 1月 29日 公表時の報告分は No l17まで

(3)重篤例  (前回公表以降  1月 28日 ～ 2月 3日報告分 )
※ 前回公表以降に重篤度評価が変更されたものを含む。

① 医療機関から「関連有り」として報告されたもの

9例

39度以上の発熱、悪寒

注射部位腫脹

アナフィラキシー

1例

1例

1例

ギランバレー症候群 (フィッシャー症候群) 1例

1例

:高熱 1例

発疹、疲労感、眠気

けいれん疑い

腹痛、ショック

1例

1例

1例

つ
４



②  医療機関から「関連無しJ又は「評価不能」として報告されたもの
2例  |

:動悸、呼吸困難 1例

:血小板減少性紫斑病

(4)非重篤例  (前回公表以降 1月 28日 ～ 2月 3日報告分 )
42例 (当該期間)/ 1869例 (全期間 )

① 医療機関から「関連有りJと して報告されたもの

1例

※2件以上報告があつたものについて記載

39℃以上の発熱

: じんましん

発熱 (39°C未満 )

動悸

22 例

(4)

(4)括
弧内は件数    ‐

(3)

(2)            .

22例 (当該期間)/ 1058例 (全期間)

② 医療機関から「関連無し」、「評価不能」又は記載無しとして報告されたもの
※2件以上報告があつたものについて記載

39℃以上の発熱

嘔吐

嘔気

発熱 (39°C未満 )

じんましん

じんましん以外の全身の

発疹

(5)

(3)

(3)

(3)   括 弧 内 は 件 数

(2)

(2)

20例

20例 (当該期間)/ 811例 (全期間)
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※

※

(参考 1)

平成 22年 1月 29日 (金)～平成 22年 2月 4日 (木)に報告された死亡症例の経過

「受託医療機関における新型インフルエンザ (A/HlNl)ワ クチン接種実施要領」に
基づき医療機関から厚生労働省宛に報告された副反応症例

症例 70か ら 116は前回調査中の報告例です。症例 118以降が今回新たに報告された症

例です。

各症例に関する因果関係に関する評価は、ワクチン接種事業やワクチン自体の安全性

の評価のために、評価時点での限られた情報の中で評価が行われています。したがっ

て、公表 した因果関係評価は、被害救済において請求後に行われる個々の症例の詳細

な因果関係評価の結果とは別のものです。

(症例 70)

1 報告内容

(1)事例

70歳代の男性。下壁心筋梗塞の既往歴があり、2型糖尿病、心房細動を基礎疾患とする患者。

平成 21年 12月 9日 、新型インフルエンザワクチンを接種。12月 10日 10時 30分頃外出、約 5

分後に自宅前の駐車場で倒れているところを発見された。10時 39分に救急隊が到着した時には心

室細動のため既に心肺停止状態であり、搬送後も心肺蘇生を継続したが,い拍再開せず、同日正午前

に死亡。臨床経過より、死因は急性心筋梗塞もしくは致死性不整脈と判断されている。

(2)接種されたワクチンについて

微研会 HP04D

(3)接種時までの治療等の状況

約 20年前に下壁心筋梗塞の既往有り、当時より心房細動を指摘されていた。寒冷期の労作中に

胸部不快感を訴えることはあつたが、平素より寒冷期の行動について十分注意 しており、当日も暖

か〈なってから外出している。2型糖尿病はコントロール良好で合併症は無い。ワクチン接種前後

も普段と変わりがなかった。

2 ワクチン接種との因果関係

報告医 (主治医)は、糖尿病を罹患しており心筋梗塞の既往があること、また寒冷期の当日の経

過より、ワクチン接種との因果関係を関連なしとしている。

ィr■ヵDi■  ■ A、

1 報告内容

(1)事例

80歳代の女性。脊椎後弯症があり、基礎疾患に高血圧症、連合弁膜症を有する方。
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平成 21年 11月 、季節性インフルエンザワクチン接種 (新型インフルエンザワクチンと同一社

製 )。 この際には特に変わつた症状なし。平成 22年 1月 26日 、新型インフルエンザワクチン接

種。ワクチン接種後、30分間は医療機関にて観察し、副反応が無いことを確認。ワクチン接種 40

分後位に、帰宅中に路上に倒れ、応答の無い状態で発見される。自動体外式除細動器を使用した

ところ「電気ショック不要」の応答。その場にて、直ちに、気管内挿管下、心肺蘇生を開始し、

数分後に自動体外式除細動器を再使用したが、再度「電気ショック不要」の応答。約 10分後、救

急車にて医療機関へ搬送。同日午後 3時 25分、搬送先の医療機関にて死亡確認。死後 CT画像検

査を頭部、胸部、腹部に実施。:も肺蘇生を実施した影響以外に有意な所見なし。家族の意向によ

り解剖は実施せず。

(2)接種されたワクチンについて

デンカ生研 S5-A

(3)接種時までの治療等の状況

平成 18年より高血圧症はカンデサルタンシレキセチル、アムロジピンベシル酸塩、フロセミ

ド、スピロノラク トンにてコントロール中。高血圧症、連合弁1莫症、脊椎後弯症からくる軽度の

浮腫に対しては上記の利尿剤で治療中。

2 ワクチン接種との因果関係

報告医 (接種医師であり外来主治医)は、同社製季節性インフルエンザワクチン接種で異常がみ

られなかつたこと、今回の新型インフルエンザワクチン接種後 30分までは自他覚上異常がみられな

かつたこと等を十分に吟味する一方、死後 CT検査結果を踏まえ、更に自らの臨床医経験の範囲内で、

暖房下の室内より寒冷の戸外へ降雪下の帰途、路上急変時に目撃者なく、何れも推察の域を出ない

が、そのタイミングでの致死的不整脈の発生や潜在の深部血栓の肺動脈主幹への肺塞栓としての顕

在化等の可能性も否定し得ないと考え、また、アナフィラキシーシヨック好発時間帯をやや過ぎた

だけの急死にはワクチン接種との因果関係も同程度には可能性ありと考えている。

3 専門家評価
○ (専門 :高齢者):

因果関係を否定しきれないが、通常の医学的見地によれば予防接種以外の要因が考えられる

と考える。死後 CT検査結果を踏まえると、ワクチン接種との因果関係は否定できないが、接種

後 30分までは観察にて問題が認められなかったことから、時間的にアナフィラキシーではない

と考えること、また、情報がないものの、帰宅時には雪がふつていた状況 (暖かい場所から冷た

い場所に移動された)等の状況を踏まえると、致死的な不整脈が生じた可能性、急に動き出した

ことにより肺塞栓が生じた可能性も考えているとの報告医 (接種医であり外来主治医)の評価を

支持します。

0(専門 :循環器):

今回の事象は、接種後に生じた事象であるが、接種によると思われる直接の原因を示唆する所

見はなく、また、高齢者で降圧剤、利尿剤 (連合弁膜症の治療?)による治療中であることから

これらの疾患が影響したことも否定できない。接種後の事象であり、国果関係は不明。

O(専門 :循環器):
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心臓マッサージをしたようですので脈 ‐血圧が無かつたと思いますが、その旨の記載があり

ません。「電気ショックは不要」と出たということは、心電図は正常に出ていたか、完全な心静

止だったことを意味します。死後の頭部 CTな どで異常が見つからなかったということは心筋梗

塞による心臓破裂 (胸部 CTで通常は分かると思います)、 不整脈 (心室細動になったが発見ま

でに時間が経つており心静止になっていた)な どの心臓突然死を示唆しますが、確証はありませ

ん。連合弁膜症を基礎とした心原性塞栓症、脳塞栓症が起こつたばかりであれば頭部 CTに異常

が無くてもこのような経緯をたどり得ると思います。何れも推測の域を出ません。アナフィラキ

シーでショックになつたことも否定はできません。ワクチンとの関連の可能性も否定できません

が、因果関係は不明です。

(症例 118)

調査中

(症例 119)

調査中

(症例 120)

調査中

(症例 121)

調査中

(症例 122)

1 報告内容

(1)事例

70歳代の女性。胃癌 (5年前手術)の既往を有する糖尿病、糖尿病性腎症の患者。

平成 21年 11月 25日午後 2時 30分、新型インフルエンザワクチンを接種。‖ 月 29日午後、大

の散歩をしていたとのこと。同日 17時過ぎ、家族が部屋をのぞいたところ、応答なく、呼吸が停

止していることを発見し、往診依頼。往診時、心停止、瞳子L散大しており、心臓マッサージを実施

するも、回復せず。家族の希望により搬送せず、死亡と診断。解剖は実施せず。

(2)接種されたワクチンについて

化血研  SL02A

(3)接種時までの治療等の状況

胃癌 (5年前)の既往を有する糖尿病、糖尿病性腎症の患者。糖尿病は、インスリン注射による

加療中であり、血糖値は低めにて安定していた (ヮクチン接種 】ヶ月前の HbAIc 5.4、 食前血糖値

120-130程度)。 糖尿病性腎症を合併しており (血清クレアチニン 305)、 人工透析の導入が考慮

されていた。血糖値については、低めで安定しており、低血糖を起こすこともあつたが、飲料等の

く
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摂取により自らコントロールしていた。

2 ワクチン接種との因果関係

報告医 (主治医)は、死亡後に発見されたため、死亡時の状態が不明であり、脳血管障害や心血

管障害なども考えられるが、ワクチンとの因果関係も否定できないと考えている。

(症例 123)

コ 報告内容

(1)事例

90歳代の女性。認知症、貧血 (鉄剤服用中)、 便秘症を基礎疾患とする寝たきり状態の患者。

平成 22年 1月 22日 昼頃、新型インフルエンザワクチンを接種。l月 23日 、朝食は通常通り摂

食。同日、昼食に柔らかい米飯を 1日 、日にした後、茶を飲まそうとするも飲み込めないため、ス

トローを利用。1～ 2分後、昼食を継続しようとしたところ、心肺停止。救急隊到着時、心電図上、

心室粗動が認められるもすぐに心停止、瞳孔散大あり。往診にて、1月 23日 、死亡と診断。解剖は

実施せず。

(2)接種されたワクチンについて

微研会 HP03B

(3)接種時までの治療等の状況

認知症、貧血、便秘症を基礎疾患とする寝たきり状態での患者。生活には、家族の介助を必要と

し、食事についても、介助にて、柔らかい物のみを摂食していた。ア族等の強い希望により、1月

22日 、新型インフルエンザワクチンを接種。

2 ワクチン接種との因果関係

報告医 (主治医)は、死亡の原因については明確ではないものの、新型インフルエンザワクチン

接種翌日の死亡であることから、因果関係は評価不能としている。

(症例 124)

調査中
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(参考 2)

平成 22年 1月 28日 (木)～平成 22年 2月 3日 (水)に報告された重篤症例の経過

「受託医療機関における新型インフルエンザ (A/HlNl)ワ クチン接種実施要領」に

基づき医療機関から厚生労働省宛に報告された副反応症例

※ 各症例に関する因果関係 に関する評価は、ワクチン接種事業やワクチン自体の安全性
の評価のために、評価時点での限 られた情報の中で評価が行われています。 したがつて、

公表 した因果関係評価は、被害救済において請求後に行われる個々の症例の詳細な因果関

係評価の結果 とは別のものです。

(症例 1)39℃以上の発熱、悪寒 (回復)

70代 女性
既 往 歴

経  過

囚果関係

:な し

:ワ クチン接種前、体温 372℃。ワクチン接種 25時間後、40℃の発熱、頭痛、

悪寒が出現。 ―旦 38℃台まで解熱したものの、ワクチン接種 4日 後、39℃の発
熱、吐き気、食欲不振、自血球 lo,590/mm3、 cRP14 94 mydL。 抗生剤投与開始。

ワクチン接種 7日 後、体温 37℃。自血球 6,730/mm3、 cRP7 02 mydL。 ワクチン

接種 10日 後、発熱、悪寒回復にて退院。退院時処方としてペニシリン5日 分。

:調査中

(症例 2)

(症例 3)

けいれん疑い (回復)

10歳未満 女性

既 往 歴 :無

経  過 :2回 ロワクチン接種 36日 前に 1回 ロワクチンを接種。2回 ロワクチン接種翌日、
就寝中、体をこわばらせている (歯を食いしばっている)よ うな状態に、母親

が気付く。 1～2分で呼びかけに応答するようになり、その後就寝。ワクチン接

種 2日 後、問題ないことを電話にて医療機関に報告。

因果関係 :調査中

注射部位腫脹 (軽快)

10歳未満 男性

既 往 歴 :6年前、季節性インアルエンザワクチン接種時に腫脹あり。

経  過 :ワ クチン接種直後より軽度腫脹が出現。フクチン接種 1時間後、肘を超える腫
脹が出現。ワクチン接種 2日 後、肘を超える腫月長継続、疼痛あり。ワクチン接

種 3日 後、人院。フクチン接種 5日 後、症状軽快にて退院。
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(症例 4)

(症例 5)

因果関係 :調査中

アナフィラキシー (回復 )

80代 男性

既 往 歴 :てんかん (バルプロ酸ナ トリウム、エペ リゾン塩酸塩服用中だが、コンプライ

アンス不良)、 喉頭癌手術、慢性硬1莫下血腫、薬物性肝機能障害。季節性イン

フルエンザワクチン接種後のアナフィラキシー既往なし。

経  過 :本ワクチン接種 lヶ 月以内に季節性インフルエンザワクチン接種。本ワクチン

接種後、呼吸困難が出現。動脈血酸素飽和度 90%程度に低下。両肺野で喘鳴聴

取。X線検査にて肺所見あり。意識 レベル低下、吐気が出現。血圧低下、皮膚

症状などの他症状なし。輸液、ヒドロコルチゾンコハク酸エステルナ トリウム、

酸素吸人にて症状軽快。

因果関係:否定できない

動悸、呼吸困難 (調査中)

40代 女性

既 往 歴 :無

経  過 :ワ クチン接種 2日 後、llll悸、呼吸困難が出現。ワクチン接種 7日 後、症状持統

にて受診c心電図異常なし、胸部 X線上異常なしで症状落ち着いているため、

採Ifl並びにホルターー心電図を実施。

囚果関係:調査中

(症例 6)ギ ランバレー症候群 (フ ィッシャー症候群)(未回復 )

70代 男性

既 往 歴 :糖尿病に対しインスリン治療中 (血糖変動激しく、しばしば低血糖発作あり)。

糖尿病性腎症・末梢神経障害の合併症

経  過 :ワ クチン接種 12日 後、両手の感覚障害が出現。ワクチン接種 14日 後、四肢の

脱力が出現。起立に介助を必要とし、歩行不能。ワクチン接種 15日 後、神経内

科受診。意識鮮明、血圧 199/106mmHg、 心拍数 101/分、酸素飽和度 100%、 体

温 365℃。眼球運動障害、複視、瞳孔不同あり。対光反射なし。その他脳神経

麻痺なし。四肢筋力は 4程度、握力 14 3kgvv/15 5kgw。 四肢・躯幹失調あり。神

経伝達検査にて、肛骨神経、俳骨神経の運動神経伝導速度が低下、F波出現率

10～ 15%、 潜時延長。正中神経の運動神経伝導速度は軽度の低下、「 波出現率

25%。 上下肢とも知覚神経伝導速度は誘発されず。脱随性ニューロパチーの所

見より、フィッシヤ~症候群、ギランバレー症候群と診断。免疫グロブリン投
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与開夕台。ワクチン接種 21日 後、症状は進行性で筋力 2～ 3ん の状態。呼吸機能

は現在のところ保持されている。

因果関係 :否定できない

(症例 7)嘔吐、じんましん、下痢 (調査中)

60代 女性

既 往 歴 :不明

経  過 :ワ クチン接種後、就寝前に
'匡
吐が出現。その後、嘔気を伴わない嘔吐が継続。

ワクチン接種 3日 後、全身に掻痒感を伴う皮疹が出現。医療機関受診し、抗ア

レルギー治療を行 うも難治であり、嘔吐に加え、下痢も出現したことから救急

搬送。精査中。

因果関係 :調査中

(症例 8)血小板減少性紫斑病 (調査中)

10歳未満 男性

因果関係

毎

:2回 ロワクチン接種 19日 後、咳、38℃台の発熱が出現。2回 日ワクチン接種 20

日後、血小板数 2_7万んmm3。 2回 ロワクチン接種 22日 後、血小板数 35万/mm3。

骨髄検査にて特発性血小板減少性紫斑病と診断。無治療経過にて、ワクチジ接

種 26日 後、血小板数は 53万/mm3に 上昇。

:因果関係不明

(症例 9)高熱 (回復 )

60代 男性

既 往 歴 :無

経  過 :ワ クチン接種 4時間後より悪寒が出現し、ワクチン接種 6時間後、体温 38℃ と

な り、医療機関受診。インフアレエンザ簡易検査では陰性。接種部位の発赤、発

疹、呼吸困難はなし。ワクチン接種 2日 後、CRP10.9mゴ dL、 白血球数 6,600/mm3、

肝機能異常なし。インフルエンザ簡易再検査は陰性。ワクチン接種 5日 後、体

温 36_3℃にて、回復。

因果関係 :調査中

(症例 10)発疹、疲労感、眠気 (軽快)
′ υ lヽ  メ 1土

既 往 歴 :無

既 往 歴

経  過
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経  過 :ワ クチン接種後、帰宅中、だるさ、眠気が出現。ワクチン接種 2日 後、頭皮ま

で及ぶ全身発疹、労作時呼吸困難、動悸が出現。発熱はなし。食思不振は lヶ

月持続。

因果関係 :調査中

(症例 11)腹痛、ショック (軽快)
70代  女性

既 往 歴 :高血圧

経  過 :ワ クチン接種前の体温 355℃。ワクチン接種翌朝、腹Jlll、 気分不良が出現。救

急搬送。血圧 88/0(測定不能)mmHg、 体温 330℃、意識不鮮明にて、他院へ転

院。点滴を実施し、胃腸炎として帰宅。

因果関係i調査中

※ 各症例に関する因果関係に関する評価は、ワクチン接種事業やワクチン自体の安全性の評価のた

めに、評価時点での限られた情報の中で評価が行われています。したがつて、公表した因果関係評価

は、被害救済において請求後に行われる個々の症例の詳細な因果関係評価の結果とは別のものです。
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